
 

Instructions for use

Title 穀物女神の継承者としての聖母マリア ： 神秘の釜の図像をめぐって

Author(s) 久木田, 直江

Citation 基督教学, 30, 19-24

Issue Date 1995-07-05

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/46556

Type article

File Information 30_19-24.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


研
究
発
表
要
旨

穀
物
女
神
の
継
承
者
と
し
て
の
聖
母
マ
リ
ア

　
　
　
　
一
神
秘
の
釜
の
図
像
を
め
ぐ
っ
て
一

久
木
田
　
直
江

　
聖
母
マ
リ
ア
は
、
人
間
の
宗
教
的
体
験
の
黎
明
期
か
ら
崇
拝
さ

れ
て
い
る
地
母
神
に
類
似
し
、
穀
物
女
神
の
多
く
の
特
徴
を
受
け

継
い
で
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
過
程
で
、
マ
リ
ア
の
イ
メ
ー

ジ
は
母
神
崇
拝
を
取
り
込
み
転
化
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
本
稿
で
は
釜
と
聖
体
の
シ
ン
ボ
ー
ー
ズ
ム
を
中
心
に
中
世
に
お

け
る
グ
レ
イ
ン
・
マ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
穀
物
女
神
の
原
型
は
、
紀
元
前
七
－
五
世
紀
の
古
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

新
石
器
時
代
の
母
神
像
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ギ
ン
ブ
タ
ス
は
、

「
古
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
こ
も
っ
た
女
神
が
穀
物
女
神
の
プ
ロ
ト
タ

　
　
　
　
ロ
ユ
　

イ
ブ
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
写
真
の
妊
婦
像
（
図
1
）

の
全
身
の
菱
形
模
様
は
耕
地
を
象
徴
し
、
像
の
腹
部
と
轡
部
に
は

発
芽
と
成
長
の
源
で
あ
る
種
子
を
表
す
点
が
押
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
像
は
、
釜
の
近
く
や
穀
物
貯
蔵
室
に
置
か
れ
、
豊
穣
の
女

神
が
人
々
の
生
死
を
左
右
す
る
食
生
活
に
直
接
影
響
す
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
ま
た
、
パ
ン
焼
釜
は
穀
物
女
神
の
化

身
（
図
2
）
と
考
え
ら
れ
、
み
ご
も
っ
た
母
神
の
腹
部
に
似
せ
て

作
ら
れ
た
。

　
母
神
崇
拝
は
、
前
四
五
〇
〇
か
ら
二
五
〇
〇
年
頃
、
古
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
が
ス
テ
ッ
プ
地
帯
の
遊
牧
民
族
の
侵
入
を
う
け
、
社
会
の
し
く

み
や
宗
教
が
母
系
か
ら
父
系
的
構
造
に
移
し
か
え
ら
れ
た
後
も
、Pregnant　figure，

central　Bulgaria，　4500　B．C．
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Miniature　model　of　an
oven　with　anthropomor－
phic　features．　Vinca．

5000－4500　B．C．

は
異
教
の
女
神
と
し
て
是
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

母
神
の
生
命
力
は
民
間
信
仰
の
中
に
生
き
永
ら
え
、

ト
教
に
も
融
合
さ
れ
マ
リ
ア
の
複
雑
な
様
相
の
中
に
息
づ
く
。

世
で
も
、
大
地
母
神
崇
拝
は
マ
リ
ア
崇
敬
の
中
に
生
き
続
け
、
「
除

町
の
マ
リ
ア
」
（
図
3
）
と
し
て
知
ら
れ
る
グ
レ
イ
ン
・
マ
リ
ア
の

中
に
一
つ
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
マ
リ
ア
の
ガ
ウ
ン
の
麦
穂
は
、

マ
リ
ア
が
キ
リ
ス
ト
を
受
胎
し
救
い
の
麦
を
成
育
さ
せ
る
「
共
同

蹟
い
主
」
（
O
o
角
Φ
画
Φ
日
O
鼠
×
）
の
象
徴
で
あ
り
、
人
肉
の
過
程
で

麦
を
変
容
さ
せ
、
胎
内
で
生
命
の
パ
ン
を
焼
成
す
る
「
聖
な
る
器
」

と
し
て
の
マ
リ
ア
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
麦
粒
の
宗
教
的
象
徴
性
に
つ
い
て
ケ
レ
ー
ニ
イ
は
、
「
デ
ー
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

テ
ー
ル
賛
歌
」
の
穀
物
は
、
「
消
滅
と
復
活
を
思
わ
せ
る
回
帰
」
を

象
徴
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
乳
母
と
し
て
の
デ
ー
メ
テ
ー

古
代
中
近
東
、
地
中
海
世

界
に
引
き
継
が
れ
、
デ
ー

メ
テ
ー
ル
崇
拝
等
に
現
れ

る
。
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
、

キ
リ
ス
ト
教
の
父
権
制
社

会
の
中
で
は
、
大
地
母
神

　
　
　
と
は
い
え
、
大
地

　
　
　
　
　
初
期
キ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

ル
の
奇
妙
な
振
舞

（
不
老
不
死
の
身

体
を
与
え
る
た
め

に
、
赤
子
を
火
の

中
に
入
れ
る
）
も
、

穀
物
の
運
命
を
暗

示
し
て
い
る
。
穀

物
は
パ
ン
と
な
る

た
め
い
っ
た
ん
火

に
よ
っ
て
死
ぬ

一一認【随　　写川卑fレ
THE　MADONNA　OF　THE　SHEAVES
Woodcut，　perhaps　Baearian，　C．　1450Swabian　retable，　when　opened．　C．　1440
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が
、
死
を
克
服
し
て
人
間
の
生
命
の
糧
と
な
る
。
大
地
な
る
母
の

胎
内
か
ら
生
ま
れ
、
粉
に
挽
か
れ
、
釜
で
焼
か
れ
て
パ
ン
に
な
る

穀
物
の
運
命
は
、
マ
リ
ア
の
胎
内
で
実
を
結
び
人
と
な
る
キ
リ
ス

ト
を
連
想
さ
せ
る
。
ス
ワ
ビ
ア
地
方
の
祭
壇
画
「
神
秘
の
臼
」

（］

?
同
ω
萬
。
巴
］
≦
巳
）
（
図
4
）
で
は
、
マ
リ
ア
が
漏
斗
に
麦
を
注
ぎ

入
れ
、
そ
こ
か
ら
幼
子
キ
リ
ス
ト
と
聖
体
が
現
れ
で
て
信
者
に
与

え
ら
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
シ
ン
ボ
ル
の
中
で
は
、
大
母
神
の
子
宮

は
キ
リ
ス
ト
が
育
ま
れ
る
汚
れ
な
い
「
器
」
を
意
味
す
る
。
ノ
イ

マ
ン
に
よ
る
と
、
変
容
の
秘
儀
は
女
性
の
原
秘
儀
の
一
つ
で
あ
り
、

㎝
伽
断
唾
甲
噛
由
勧

幽　　　　　L鳳㎜、ぜ獺層・ノ∠■■．．『T『

Moralization　of　Leviticus　2：4

Bible　Moralisee．　fol．59r　of　Oxford

Bodleian　library　MS　270　b．

変
容
の
器
は
母
胎
と
同
一
視
さ
れ
る
。
大
上
神
の
胎
は
「
人
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

作
り
、
生
み
、
再
生
さ
せ
る
鍋
」
で
あ
り
、
マ
リ
ア
の
胎
は
受
肉

の
変
容
を
お
こ
す
聖
な
る
器
で
あ
る
。
「
お
告
げ
」
に
描
か
れ
た
花

瓶
は
図
像
学
に
お
い
て
、
受
肉
の
器
、
聖
体
の
入
る
器
を
表
す
。

さ
ら
に
、
変
容
は
家
の
中
心
に
あ
る
炉
や
釜
の
中
で
、
火
を
用
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
マ
リ
ア
の
胎
は
火
と
結
び
つ
く
こ

と
で
焼
釜
に
か
わ
り
、
農
耕
の
実
り
が
パ
ン
に
変
化
す
る
秘
儀
と

結
び
つ
く
。

　
中
世
神
学
者
の
間
に
も
、
パ
ン
を
マ
リ
ア
の
胎
内
の
実
り
と
解

釈
す
る
伝
統
が
あ
る
が
、
聖
ト
マ
ス
は
釜
の
イ
メ
ー
ジ
を
マ
リ
ア

の
胎
と
重
ね
、
「
パ
ン
は
〈
生
け
る
パ
ン
〉
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
表

す
。
つ
ま
り
、
聖

霊
に
よ
っ
て
処
女

の
胎
内
の
釜
で
形

成
さ
れ
た
完
壁
な

パ
ン
な
の
で

　
ぞ
　
あ
る
し
と
い
う
解

釈
を
示
し
、
セ
ル

の
ペ
ト
ル
ス
も
、

Robert　Campin
（Master　of　Flemalle）

Merode　Altarpiece，　central　panel：

Annunciation，　ca1425－1428．
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．
鶏1旧来x蒙麗1耀’曇麺”嚢…薫f．，　　認曜

Robert　Campin
Virgin　and　Child　before　Firescreen，　1420．

「
釜
は
処
女
マ
リ
ア
の
胎
で
あ
る
。
火
は
聖
霊
の
恩
寵
で
、
パ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

神
の
子
の
受
肉
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
同
様
の
解
釈
が
＝
二

三
〇
年
前
後
の
説
教
書
の
挿
絵
（
図
5
）
と
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
。

こ
れ
は
レ
ビ
忠
貞
　
四
を
予
表
論
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
上
段
で
は
パ
ン
焼
釜
の
形
を
し
た
炉
付
き
の
祭
壇
に
、
ヘ

ブ
ラ
イ
人
が
パ
ン
を
入
れ
て
お
り
、
下
段
に
は
「
お
告
げ
」
が
描

か
れ
て
い
る
。
横
の
説
明
に
は
、
「
パ
ン
を
火
の
中
に
送
っ
た
ユ
ダ

ヤ
人
た
ち
は
神
が
自
ら
の
子
を
マ
リ
ア
の
胎
内
に
送
っ
た
事
を
予

　
　
　
　
　
　
　

表
し
て
い
る
し
と
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
の
隅
肉
と
パ
ン
の
類
似
は
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
派

の
絵
画
に
も
現
れ
る
。
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ン
パ
ン
の
「
メ
ロ
ー
ド
祭

壇
画
」
（
図
6
）
の
中
央
の
「
お
告
げ
」
の
場
面
に
も
、
マ
リ
ア
の

背
後
に
母
胎
と
思
わ
れ
る
炉
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
炉
ば
た

の
聖
母
子
」
（
図
7
）
の
背
景
に
も
二
本
の
柱
が
か
す
か
に
見
え
る

が
、
こ
の
炉
も
マ
リ
ア
の
子
宮
を
象
徴
す
る
パ
ン
焼
膨
で
あ
る
。

堂
々
と
胸
を
露
に
し
、
幼
子
キ
リ
ス
ト
を
抱
く
聖
母
は
、
キ
リ
ス

ト
に
糧
を
与
え
る
母
神
で
あ
り
、
天
の
糧
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
信

者
た
ち
に
与
え
る
原
始
以
来
の
大
母
神
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
さ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
、
麦
と
パ
ン
の
神
学
的
象
徴
の
意

味
は
聖
体
の
秘
儀
の
中
に
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
燐
祭
の
捧
げ
物

は
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
、
受
難
、
そ
し
て
聖
体
の
予
表
と
見
な
さ
れ

る
が
、
聖
ト
マ
ス
は
聖
体
を
キ
リ
ス
ト
の
傑
の
再
現
と
解
釈
し
、

レ
ビ
面
一
　
十
三
の
全
心
祭
の
い
け
に
え
が
キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
に

よ
っ
て
成
就
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
先
の
説
教
書
に
描
か
れ
た
パ

ン
を
釜
の
祭
壇
に
く
べ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
行
為
は
、
十
字
架
の
キ

リ
ス
ト
を
予
表
し
て
い
る
。
聖
ト
マ
ス
は
こ
れ
を
、
キ
リ
ス
ト
は

「
こ
の
世
で
受
け
る
苦
難
に
よ
っ
て
、
焼
鍋
の
中
で
再
び
焼
か
れ
、

一22一



Hours　of　the　Rohan　Master．

Flight　into　Egypt，　Grain　Mir

acle．

Biblotheque　Nationale，　MS．
Latin　9471，　fol　99．

ε響痩回雪総長鋳蓬勲蓑一 ﾖ¢鎚
　　　　　　Workshop　of　Master　of　the

　　　　　　Coronation：　Ceres　Paris，　Bibl，

　　　　　　nat．　fr．12420．　fol．12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

十
字
架
と
い
う
焼
き
あ
み
の
上
で
火
に
焼
き
つ
く
さ
れ
た
し
と
解

釈
し
て
い
る
。

　
民
間
伝
承
の
中
に
も
、
グ
レ
イ
ン
・
マ
リ
ア
と
麦
に
象
徴
さ
れ

る
キ
リ
ス
ト
が
「
麦
穂
の
奇
跡
」
に
現
れ
る
。
マ
タ
イ
福
音
書
に

よ
る
と
、
「
エ
ジ
プ
ト
へ
逃
れ
よ
」
と
の
天
使
の
声
で
ヨ
ゼ
フ
と
家

族
は
旅
立
つ
。
外
典
麗
に
よ
る
と
、
途
中
で
一
行
は
小
麦
の
種
を

蒔
い
て
い
る
農
夫
と
出
会
い
、
ヘ
ロ
デ
の
兵
士
達
に
種
ま
き
の
頃

に
み
か
け
た
と
答
え
る
よ
う
に
頼
む
。
マ
リ
ア
一
行
が
畑
を
横
切

る
と
、
種
が
瞬
時
に
成
長
し
熟
す
。
ヘ
ロ
デ
の
兵
士
は
幼
子
の
行

方
を
問
い
た
だ
す
が
、
農
夫
の
答
を
聞
き
追
跡
を
思
い
と
ど
ま
っ

た
。
マ
リ
ア
の
通
る
道
に
は
穀
物
の
奇
跡
の
成
育
が
起
き
、
イ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

ス
は
無
事
に
エ
ジ
プ
ト
に
逃
れ
て
い
く
。

　
「
麦
穂
の
奇
跡
」
は
中
世
後
期
の
マ
リ
ア
崇
敬
の
高
ま
り
と
共
に

広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
布
し
た
。
ロ
ー
ハ
ン
　
マ
ス
タ
ー
の
描
い

た
マ
リ
ア
（
図
8
）
は
、
熟
れ
た
麦
穂
を
思
わ
せ
る
黄
金
色
の
光

を
天
か
ら
受
け
て
い
る
。
下
方
で
は
、
「
麦
穂
の
奇
跡
」
に
よ
っ
て

イ
エ
ス
が
「
幼
子
殺
数
」
か
ら
逃
れ
る
場
面
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
絵
は
、
ロ
ー
マ
神
話
の
ケ
レ
ス
を
描
い
允
同
年
代
の
細
密
画

（
図
9
）
に
も
類
似
し
、
．
「
麦
穂
の
奇
跡
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
穀

一23一



物
女
神
像
が
マ
リ
ア
像
に
重
ね
ら
れ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
、
「
麦
穂
の
奇
跡
」
は
歌
謡
の
モ
チ
：
フ
に
も
な
っ
た
が
、
《
8
獣
Φ

O
淡
雲
西
砂
昌
儀
夢
⑦
O
類
濤
》
で
は
、
「
麦
穂
の
奇
跡
」
を
知
っ
た

農
夫
が
幼
子
キ
リ
ス
ト
を
人
類
の
救
い
主
と
崇
め
、
一
方
、
イ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ス
は
救
い
の
た
め
に
自
ら
の
血
を
捧
げ
る
こ
と
を
予
告
す
る
。
「
麦

穂
の
奇
跡
」
と
キ
リ
ス
ト
の
血
に
よ
る
犠
牲
を
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
穀
物
女
神
マ
リ
ア
と
マ
リ
ア
の
奇
跡
に
助
け
ら
れ
、
駿
罪
の

道
を
歩
む
キ
リ
ス
ト
と
の
関
係
が
人
類
救
済
の
歴
史
の
中
で
浮
き

彫
り
に
な
る
。

　
穀
物
女
神
の
豊
穣
と
変
容
の
能
力
を
継
承
し
た
マ
リ
ア
は
、
胎

内
で
キ
リ
ス
ト
を
焼
成
し
、
「
麦
穂
の
奇
跡
」
を
起
こ
し
、
キ
リ
ス

ト
に
よ
る
購
罪
を
可
能
に
し
た
「
共
同
論
い
主
」
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
マ
リ
ア
の
複
雑
な
特
質
は
、
苦
難
と
死
、
犠
牲
と
破
壊
を
経

て
、
死
す
る
も
の
を
不
死
な
る
も
の
に
変
容
さ
せ
、
再
生
さ
せ
る

大
地
母
神
の
秘
儀
が
キ
リ
ス
ト
教
と
融
合
し
変
容
し
た
も
の
で
あ

る
。
グ
レ
イ
ン
・
マ
リ
ア
へ
の
崇
敬
は
、
キ
リ
ス
ト
の
実
り
豊
か

な
死
と
復
活
を
成
就
さ
せ
る
大
い
な
る
母
へ
の
祈
願
、
憧
憬
の
一

つ
の
側
面
で
あ
り
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
底
流
に
流
れ
て
い
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